
株式会社フォーバル

山陽製紙株式会社、キンコーズ・ジャパン株式会社と業務提携

～中小・小規模企業のさらなるGDX化の推進に向けて～

『「新しいあたりまえ」を創造し続ける』ことを掲げる、次世代経営コンサルタント集団である株式会社

フォーバル（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中島將典、東証プライム市場（証券コード：8275）

以下「フォーバル」）は、山陽製紙株式会社（本社：大阪府泉南市、代表取締役：原田六次郎、以下「山

陽製紙」）、キンコーズ・ジャパン株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：渡辺浩基、以下「キ

ンコーズ」）と、中小・小規模企業のさらなるGDX（グリーンデジタルトランスフォーメーション）化の

推進に向けて本日業務提携しました。

＜報道関係各位＞ 2022年9月28日
フォーバルPR事務局

業務提携の背景・目的

1. 山陽製紙が、フォーバルのお客さまなどの「PELP!」ユーザーから不用になったコピー用紙を回収し

て、再生紙「PELP! PAPER」を作ります。

2. 山陽製紙が「PELP! PAPER」をキンコーズに提供します。

3. キンコーズは「PELP! PAPER」を使って名刺などの「PELP! PRODUCT」にアップサイクルし、

フォーバルのお客さまに販売します。

業務提携の内容

フォーバルは中小・小規模企業のESG対応、SDGsへの取り組みを支援するために、不用になったコピー用

紙をアップサイクルする会員制サービス「PELP!（ぺルプ）」を取り扱っている山陽製紙と2020年に業務

提携しました。

現在フォーバルは、2050年カーボンニュートラル社会の実現に向けて、産学官の連携により全国でGDXア

ドバイザーを育成してGDX産業を振興することで、全国の中小・小規模企業のGDX化を推進することに注

力しています。

今回、「PELP!」を活用して中小・小規模企業のさらなるGDX化の推進を図るために、山陽製紙、キン

コーズと3社で業務提携しました。



山陽製紙の概要

社名 ：山陽製紙株式会社

代表 ：代表取締役 原田 六次郎

設立 ：1957年12月

資本金 ：3,800万円

事業内容：製袋用クレープ紙の製造および製袋関連資材の販売

包装用クレープ紙の製造および鉄鋼、電線用包装関連資材の販売

自社ブランド商品（SUMIDECO、crep、PELP!）の企画、販売

電子部品用層間紙の製造および関連資材の販売

その他オーダーメイド再生紙の製造

所在地 ：大阪府泉南市男里6-4-25

URL       ：https://www.sanyo-paper.co.jp/

企業経営を支援する次世代経営コンサルタント集団で、中小・小規模企業のDXアドバイザーのリーディン

グ・プレーヤーであるフォーバル（資本金：41億50百万円、東証プライム市場【証券コード：8275】）は、

中小・小規模企業を対象に「情報通信」「海外」「環境」「人材・教育」「起業・事業承継」の5分野に特

化したコンサルティングサービスをコアビジネスとしています。詳しくは、ホームページ

（https://www.forval.co.jp/）をご参照ください。

■会社概要

社名 ：株式会社フォーバル

代表 ：代表取締役社長 中島 將典

設立 ：1980年（昭和55年）9月18日

所在地 ：東京都渋谷区神宮前五丁目52番2号 青山オーバルビル14階

URL ：https://www.forval.co.jp/

フォーバルとは

キンコーズの概要

社名 ：キンコーズ・ジャパン株式会社

代表 ：代表取締役社長 渡辺 浩基

設立 ：1991年12月24日

資本金 ：1億円

事業内容：コピー・プリント・ポスター印刷・チラシ印刷・名刺印刷・製本等

所在地 ：東京都港区芝浦1-1-1 浜松町ビルディング27階

URL       ：https://www.kinkos.co.jp/

https://www.forval.co.jp/

